
◆新年のごあいさつ（Ｐ２）
◆茂原市立図書館はあなたの身近にあります（Ｐ４～５）
◆平成27年度12月補正予算（Ｐ６）
◆監査結果の公表（その１）（Ｐ８）

主な内容

No.977 2016年（平成28年）

1
1日号も ば ら

【人口と世帯数】平成27年12月1日現在
（うち外国人住民）
●総人口	91,392人（1,048人）
●　男	 45,069人（313人）
●　女	 46,323人（735人）
●世帯数	39,373世帯

※外国人住民の世帯を含む
【11月中の動き】※外国人住民を含む
●転入	 211人	 ●転出	 193人
●出生	 51人	 ●死亡	 80人

市の花
コスモス
（H9.10.20 指定）

市の木
つつじ

（S45.11.10 指定）

今月の日曜開庁 1月24日㊐ 8時30分～ 17時15分
市 民 課（ 2階）　☎（20）1502
市民税課（ 2階）　☎（20）1577
収 税 課（ 2階）　☎（20）1578
本納支所　 　　 　☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日 19時まで 市 民 課（ 2階）　☎（20）1502
※一部取り扱えない業務もありますので、くわしくはお問い合わせください。

お～きな門松が完成！
　市内朝日の森保育所の園児たちが、先生と協力
して大きな門松を作りました。折り紙で作った梅
の花や鶴を飾り、新年を迎える準備をしました。
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▲ギネス世界記録®を達成した榎町商店街でのロー
ルケーキ作り

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
市
政
各
般
に
わ
た

り
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１

５
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
に
お
け
る

日
本
代
表
の
活
躍
は
、
私
た
ち
に

多
く
の
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
特
に
南
ア
フ
リ
カ
戦

で
見
せ
た
最
後
ま
で
諦
め
な
い
と

い
う
勝
利
へ
の
執
念
を
目
の
あ
た

り
に
し
、
私
も
こ
れ
ま
で
に
行
っ

て
き
ま
し
た
市
政
改
革
の
流
れ
を

止
め
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
前
進

さ
せ
る
事
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
と
考
え
、
粉
骨
砕
身
、
取
り
組

ん
で
い
く
決
意
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
本
市
で
は
、
幸

い
に
し
て
大
き
な
災
害
も
な
く
、

平
穏
な
一
年
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
有
事
の
際
に
市
民

の
皆
様
へ
更
な
る
迅
速
な
対
応
が

行
え
る
よ
う
、
５
つ
の
企
業
等
と

災
害
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
情
報
収
集
や
避

難
誘
導
を
は
じ
め
、
物
資
の
供
給
、

消
毒
活
動
な
ど
の
協
力
体
制
が
強

化
さ
れ
、
安
全
安
心
の
向
上
に
寄

与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
の
消
費
を
喚
起
す

べ
く
、
30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付

い
た
茂
原
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

を
４
月
に
販
売
し
、
大
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
千
葉
県
内
で
最

初
に
取
り
組
み
ま
し
た
こ
と
か
ら
、

販
売
方
法
等
、
市
民
の
皆
様
に
は

少
な
か
ら
ず
ご
不
便
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
が
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
一
役
買
っ
た
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
私
が
市
政
を
担
う
に

当
た
っ
て
掲
げ
ま
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
が
９
月
議
会
に
お
い

て
可
決
さ
れ
、
本
年
の
４
月
１
日

よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、

市
民
等
、
市
及
び
議
会
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
連

携
・
協
力
し
、
市
民
参
加
・
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

10
月
に
は
、
市
民
参
加
型
の
大

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
延
べ
９
３
３

名
の
市
民
の
皆
様
、
そ
し
て
市
内

製
菓
店
等
関
係
者
の
ご
協
力
の
下
、

榎
町
商
店
街
に
お
い
て
最
も
長
い

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
「
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
R
に
挑
戦
！
」
を
実
施
し
、
３

６
５
・
42
ｍ
の
世
界
記
録
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
本
市
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
様
々
な

機
会
を
通
じ
た
情
報
発
信
に
も
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
、
我
が
国
は
本
格
的
な
人

口
減
少
社
会
へ
と
突
入
し
、
急
速

な
少
子
化
と
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
例
外

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
地
域
の
課

題
に
的
確
に
対
応
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
で

き
る
よ
う
、「
茂
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

こ
れ
か
ら
も
大
胆
に
着
実
に

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
若
い
世
代
が
地
元
で

安
心
し
て
働
き
、
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
で
希
望
を
持
て
る
ま

ち
の
実
現
に
全
力
を
注
い
で
ま
い

り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

私
の
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
１
日

　

茂
原
市
長　

田
中　

豊
彦

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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■1万円以上寄附された方に、茂原の特産品をプレゼント！！
※寄附金の入金が確認できた月の翌月末までにお贈りします。

◎寄附の申し込みについてのお問い合わせ
　財 政 課（４階）　☎（20）１５１７、5（20）１６０３　zaisei@city.mobara.chiba.jp
　〒297-8511　千葉県茂原市道表1番地　
◎寄附金の税額控除や確定申告等についてのお問い合わせ
　市民税課（２階）　☎（20）１５７７、5（20）１６０９　siminzei＠city.mobara.chiba.jp

　ふるさと納税とは、「ふるさとを応援したい！」というあなたの想いをかたちにする制度です。
　自治体に対して寄附をすると、寄附金額のうち2,000円を超える部分について、一定額を限度
として、個人住民税・所得税の控除が受けられます。給与所得者等で一定の条件を満たす方は、「ふ
るさと納税ワンストップ特例制度」を利用すれば、確定申告が不要となります。
　また、寄附金の使いみちは、子育て支援や学校の整備など、15の項目からお選びいただけます。
　詳細は、茂原市ふるさと納税ウェブページ

（URL：http://www.city.mobara.chiba.jp/0000001304.html）をご覧ください。

あなたの想いをかたちに

茂原市ふるさと納税
～ふるさと茂原を応援してください～

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�

（
敬
称
略
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
市
へ

▽（
一
財
）千
葉
県
ま
ち
づ
く
り
公

社
長
生
の
森
公
園
管
理
事
務
所

�

（
花
苗
２
０
０
０
苗
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
も
ば
ら
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル

　

フ
大
会
実
行
委
員
会

�

（
金
33
万
円
）

▽
カ
ラ
オ
ケ
オ
フ
ィ
ス
Ｍ
企
画

�

（
金
５
万
円
）

▽
中
央
・
鶴
枝
・
西
部
地
区
社
協

青
空
麒
麟
児

�

（
金
３
万
５
０
０
０
円
）

▽
丸
浦
岩
夫
（
金
２
万
円
）

▽
茂
原
市
Ｇ
・
Ｇ
協
会

�

（
金
１
万
１
５
５
０
円
）

▽
中
央
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

�

（
金
８
０
０
０
円
）

▽
河
野
昌
子�

（
金
３
０
０
０
円
）

▽
茂
原
機
能
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

（
使
用
済
切
手
３
０
０
枚
）

茂原農産物直売所　旬の里ねぎぼうず
季節の野菜セット コシヒカリ５㎏ バラの花束

本納いちご（12月〜 2月限定） 七夕の郷　茂原謹製
（茂原銘菓詰合せ）

茂原市のマスコットキャラクター
モバりんグッズ詰合せ
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茂原市立図書館は
あなたの身近にあります

～茂原市立図書館はくつろぎの空間～
　茂原市立図書館は、平成26年7月に茂原駅南口サンヴェル6F
（旧そごう）へ移転しました。

　ワンフロア2,175㎡の館内は、低い書架と広い通路により開放
感あふれた空間で、閲覧席も186席あります。約11万冊の図書、
100種の雑誌、11種の新聞、4,000点のCD・DVDを所蔵。

　読書、学習だけの場所でなく、大人向けの企画（大人のための
映画会や朗読会など）、子ども向けのイベント（おはなし会やぬ
いぐるみおとまり会など）も開催しています。
　自販機を備えた飲食コーナーもありますので、茂原駅周辺へお
越しの際はぜひお立ち寄りください。

～図書館ネットワーク～
　茂原市立図書館、東部台文化会館図書室、鶴枝・本納公民館図
書室、５カ所の福祉センター図書室の計９カ所の図書施設で本の
貸出・返却ができます。

～予約・リクエスト～
　インターネットやスマホから貸出中の本を予約し、お近くの図
書室で受け取ることができます。図書館にない本は県内の図書館
から取り寄せたり、購入したりします。(茂原市内在住の方に限り
ます)
　茂原市立図書館は図書や情報のポータル（入口）です。

～駐　車　場～
　茂原駅南口公共駐車場をご利用ください。図書館カウンターで
駐車券をご提示いただければ90分まで無料になります。
　（茂原市内在住、在勤、在学の方に限ります）

～駐　輪　場～
　線路際地下のサンヴェル駐輪場を
ご利用ください。

住　　所　　〒297-0023
　　　　　　茂原市千代田町1-6-1
電　　話　　（23）6151
Ｆ Ａ Ｘ　　（25）6136
開館時間　　10時～ 19時
休 館 日　　年末年始

（12/29㊋～ 1/3㊐）
　　　　　　特別整理期間

絵手紙教室

ぬいぐるみおとまり会

講演会
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館内案内図

参考資料
辞書・事典等

郷土資料
千葉県関連

一般書

一般書 旅行

料理

紙芝居

児童
絵
本

雑誌

Ｐ
Ｃ

新聞
コピー機

ふるさと

新刊

PC
コーナー

カウンターティーンズ

入口

飲食
コーナー エレベーター

研修室

障害者用
オストメイト付

育児

おはなし室

新書
文庫

文芸書

本は
ともだちコーナー
市内小学校の国語
の教科書と、教科
書に載っている物
語の本があります。

おはなし室
「おはなし会」などの
子供向けの催し物を
行っています。催し
物のない時間帯は、
児童と保護者の方向
けに開放しています。

音と香りの新聞・
雑誌コーナー
自然音やアロマ
によって快適な
空間を演出して
います。

CD・DVDコーナー
CDは、クラシックを中心にジャ
ズやポピュラー、子ども向け、
落語などを取りそろえています。
DVDは往年の名作映画から最
新の子ども向け映画まで集めて
います。

本の消毒機
「ハッピークリーン」
送風装置で本に挟
まったほこり・髪の
毛・ダニなどを除去
し、強力な紫外線で
殺菌・消毒します。

茂原市立図書館にお越しの小学生に読書手帳をプレゼント！

　茂原市立図書館では、借りた本のタイトル、

読んだ日、感想などを記入できる「読書手帳」

をご用意しました。

　平成28年１月４日から配布します。

　大切な本の思い出をたくさん記録していって

ください。

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

❶

❶

❷

❷

❸

❸

❹

❹

❺

❺
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戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
戦
没

者
等
の
ご
遺
族
に
改
め
て
弔
慰
の

意
を
表
す
る
た
め
、
第
十
回
特
別

弔
慰
金
の
請
求
受
付
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、「
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場

合
に
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
請
求
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
請
求
書
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
入
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
受
付
の
際
に
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
や
、
通
知
カ
ー
ド
と

本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
付
き
の

場
合
は
１
点
、
顔
写
真
な
し
の
場

合
は
２
点
）
の
提
示
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
請
求
期
間
】

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
福
祉
課
（
７
階
）

☎
⒇
１
５
７
１
、5
⒇
１
６
０
５
へ
。

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
請
求
に 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す

お問い合わせは、財政課（４階）　☎（20）１５１７、5（20）１６０３へ。

お知らせします� 平成27年度　12月補正予算
　平成27年茂原市議会第４回定例会において、一般会計4,339万円、特別会計6,180万円の補正予算
が可決されましたのでお知らせします。

●一般会計補正予算額　4,339万円（補正後予算額285億5,279万円）

●特別会計補正予算額　6,180万円
○国民健康保険事業会計……………………………… 595万円	 （人件費、後期高齢者支援金等）
○下水道事業会計…………………………………… △	395 万円	 （人件費等）
○介護保険事業会計………………………………… 7,135 万円	 （介護給付費返還金、介護給付費準備金等）
○後期高齢者医療事業会計……………………… △	1,155 万円	 （人件費等）

（歳入）
○市税………………………………………………………429万円
○国庫支出金……………………………………………2,893万円
○県支出金………………………………………………1,236万円
○寄附金…………………………………………………… 10万円
○繰越金……………………………………………………459万円
○諸収入…………………………………………………… 62万円
○市債………………………………………………… △	750万円

（歳出）
○議会費……………………………………………… △	581万円
○総務費…………………………………………………1,290万円
○民生費…………………………………………………1,269万円
○衛生費…………………………………………… △	2,585万円
○農林水産業費……………………………………… △	577万円
○商工費…………………………………………………1,079万円
○土木費……………………………………………… △	816万円
○教育費…………………………………………………4,260万円
○予備費…………………………………………………1,000万円

歳出の主な事業内容
	 人件費を各費目にわたり補正
	 　…………………………… △1億4,411万円
【総務費】	 情報化推進事業………………… △	546万円
	 社会保障・税番号制度システム整備事業
	 　………………………………………133万円
	 庁舎維持管理費……………………1,936万円
	 防犯設備設置・管理費………………976万円
	 過誤納還付金…………………………390万円
	 選挙管理委員会事務運営費………… 62万円
【民生費】	 国民健康保険事業特別会計繰出金…324万円
	 介護保険事業特別会計繰出金………… 5万円
	 一般事務費…………………………… 48万円
	 介護給付事業………………………2,094万円
	 障害児通所支援事業………………3,701万円
	 国民年金事務費………………………… 3万円
	 後期高齢者医療事業特別会計繰出金
	 　……………………………… △	1,156万円
	 児童福祉総務費返還金………………214万円
	 児童措置費返還金事業………………270万円
	 公立保育所維持管理費………………107万円
	 生活保護運営費………………………248万円

【衛生費】	 子ども医療費助成事業……………2,228万円
	 健康診査事業…………………………184万円
	 養育医療事業…………………………181万円
【農林水産業費】	 用排水施設維持管理費……………… 61万円
【商工費】	 中小企業資金融資事業………………277万円
	 管理運営費（東部台文化会館）………107万円
	 施設維持管理費（東部台文化会館）…218万円
	 茂原七夕まつり事業…………………350万円
【土木費】	 一般事務費……………………………377万円
	 道路橋梁維持補修費…………………180万円
	 道路舗装新設事業……………………454万円
	 交通安全施設管理費…………………605万円
	 排水整備事業………………… △	1,000万円
	 都市計画事務費………………………447万円
	 市営住宅長寿命化事業………… △	505万円
【教育費】	 小学校管理補修費…………………3,046万円
	 教材備品整備事業…………………… 10万円
	 管理運営費（図書館）………………… 85万円
	 市民体育館補修事業………………… 35万円
	 施設維持管理費（市民体育館）……1,458万円
	 施設整備維持管理費（共同調理場）…143万円
【予備費】	 　……………………………………1,000万円
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　実証運行中の「ふれあい（デマンド交通）」は、市北西部区域内に居住していて、事前に市へ利用登録
された方を対象に、自宅またはあらかじめ指定された乗降ポイント（区域内の病院、商業施設等）間を
利用者が乗り合って運行する公共交通です。

■運行日　週３日（月・水・金曜日）祝日並びに年末年始を除く

■運行便　８時、９時、10時、12時、13時、15時、16時

■運　賃　４００円（小学生未満無料）
※身体障害者手帳・療育手帳・精神保健福祉手帳の所持者、そ
の介助者、運転経歴証明書所持者は２００円

　地域の集会等がありましたら、職員が
ご説明に伺わせていただきます。なお、
利用登録は郵送でもお受けしますのでお
気軽にお問い合わせください。

　お問い合わせは、生活課（２階）
　☎（20）１５０５、5（20）１６００へ。

ふれあい（デマンド交通）の利用登録を受け付けています！

新茂原駅

長生病院

真名入口

茂原市役所

ショッピングプラザ
アスモ

デマンド交通
「ふれあい」エリア

本納支所
本納駅

本納公民館

固
定
資
産
税
に

関
す
る
お
知
ら
せ

救
援
募
金
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

固
定
資
産
税（
長
期
優
良
住
宅
）

が
減
額
さ
れ
ま
す

　
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
基

づ
き
認
定
さ
れ
た
住
宅
を
新
築
し

た
場
合
、
当
該
家
屋
に
係
る
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

◆
要
件
（
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
）

１　

平
成
21
年
６
月
４
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
新
築
さ
れ
た
住
宅

２　

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受

け
て
新
築
さ
れ
た
住
宅

３　

住
宅
部
分
の
床
面
積
が
１
／

２
以
上
で
、
か
つ
50
㎡
（
戸

建
以
外
の
貸
家
住
宅
に
つ
い

て
は
40
㎡
）
以
上
２
８
０
㎡

以
下
の
住
宅

◆
減
額
内
容

　

新
築
後
５
年
間（
一
般
の
住
宅
）

ま
た
は
７
年
間
（
３
階
建
以
上
の

準
耐
火
構
造
お
よ
び
耐
火
構
造
住

宅
）、
床
面
積
が
１
２
０
㎡
以
下

の
住
宅
部
分
に
つ
い
て
、
税
額
が

１
／
２
と
な
り
ま
す
。

◆
手
続
き

　

新
築
し
た
翌
年
の
１
月
31
日
ま

で
に
、
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を

受
け
て
新
築
さ
れ
た
住
宅
で
あ
る

こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
、

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
月
は
償
却
資
産
（
固
定
資
産

税
）
の
申
告
期
間
で
す
。

　

法
人
や
個
人
で
事
業
（
工
場
・

商
店
・
農
業
・
ア
パ
ー
ト
経
営
、

太
陽
光
発
電
事
業
な
ど
）
を
営
ん

で
い
る
場
合
、
所
有
し
て
い
る
事

業
用
資
産
（
機
械
・
器
具
・
備
品
・

構
築
物
な
ど
）
に
は
償
却
資
産
と

し
て
固
定
資
産
税
が
か
か
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け

る
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
２
月

１
日
ま
で
に
資
産
の
所
在
地
の
市

町
村
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
所
有
し
て
い
る
資
産
を

確
認
の
う
え
、申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
期
限
間
近
は
窓
口

が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、「
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」
に
よ
る
電
子
申
告
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

資
産
税
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
９
、5
⒇
１
６
０
９
へ
。

　
「
平
成
27
年
台
風
第
18
号
等
大

雨
災
害
救
援
募
金
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
11
月
27
日
㊎
を
も
っ
て
受

け
付
け
を
終
了
し
ま
し
た
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
に
つ

い
て
は
、
日
本
赤
十
字
社
に
全
額

送
金
し
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
者
の
方
々
に
届
け

ら
れ
ま
す
。

〈
救
援
募
金
総
額
〉

22
万
１
５
９
５
円

お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
務
課
防
災
対
策
室
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
９
、5
⒇
１
６
０
２
へ
。

●：乗降場所
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平
成
27
年
度
の
定
期
監
査
結
果

の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　

茂
原
市
監
査
委
員　

元
吉
敬
宇

　

茂
原
市
監
査
委
員　

鈴
木
敏
文

　

監
査
の
対
象
＝
総
務
部
、
企
画

財
政
部
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
、
本
納
支
所
、
議
会
事
務
局
、

農
業
委
員
会
事
務
局
、
会
計
課
、

監
査
委
員
事
務
局
／
監
査
の
期
間

＝
平
成
27
年
10
月
２
日
か
ら
11
月

16
日
ま
で
／
監
査
の
場
所
＝
茂
原

市
役
所
／
監
査
の
方
法
＝
監
査
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
各
所
管
の

財
務
に
関
す
る
事
務
事
業
が
効
果

的
、
経
済
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る

か
。
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙

げ
、
組
織
及
び
運
営
の
合
理
化
に

努
め
て
い
る
か
。
ま
た
、
前
回
の

指
摘
事
項
の
改
善
は
な
さ
れ
て
い

る
か
に
主
眼
を
置
き
、
提
出
さ
れ

た
資
料･

関
係
諸
帳
簿
を
調
査
す

る
と
と
も
に
説
明
を
聴
取
す
る
こ

と
に
よ
り
、
適
正
な
監
査
の
執
行

に
努
め
た
。

◆
監
査
の
結
果

　

計
画
さ
れ
た
事
務
事
業
は
ほ
ぼ

順
調
に
進
行
し
て
お
り
、
関
係
諸

帳
簿
も
お
お
む
ね
適
切
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

◆
所　

見

　

事
務
事
業
の
執
行
状
況
に
関
す

る
所
見
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
の

で
、
検
討
の
う
え
一
層
適
切
に
事

務
事
業
が
執
行
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

◎
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
権
限

移
譲
に
よ
り
事
務
量
は
増
大
し
て

い
る
が
、
行
財
政
改
革
大
綱
第
６

次
実
施
計
画
及
び
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
着
実
か

つ
効
率
的
に
実
行
可
能
な
組
織
の

構
築
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。
ま
た
、

茂
原
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
運
用

に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
と
行
政
が

十
分
連
携
し
、
協
働
の
力
を
い
か

ん
な
く
発
揮
で
き
る
体
制
や
組
織

づ
く
り
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）
制
度
に
つ
い
て
は
、
制

度
に
対
す
る
不
安
の
払
拭
や
詐
欺

事
件
発
生
の
抑
止
に
つ
な
が
る
よ

う
、
十
分
な
内
容
の
周
知
に
努
め

ら
れ
た
い
。
ま
た
、
大
変
重
要
な

個
人
情
報
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

情
報
漏
洩
や
悪
用
へ
の
対
策
を
講

じ
る
な
ど
、
十
分
な
準
備
と
慎
重

な
取
り
扱
い
を
心
が
け
ら
れ
た
い
。

◎
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
や

必
要
性
な
ど
を
十
分
検
討
す
る
と

と
も
に
、
統
廃
合
に
つ
い
て
は
地

域
住
民
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら

も
、
市
全
体
を
見
通
し
た
方
針
の

策
定
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
市
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
遊
休

地
を
的
確
に
把
握
し
、
処
分
計
画

に
基
づ
い
た
財
産
の
有
効
活
用
に

よ
り
、
歳
入
の
確
保
に
努
め
ら
れ

た
い
。

◎
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て
は
、

条
例
の
趣
旨
を
市
民
へ
積
極
的
に

周
知
す
る
と
と
も
に
、
条
例
制
定

に
至
る
プ
ロ
セ
ス
や
意
義
を
職
員

一
人
ひ
と
り
が
理
解
し
、
具
体
的

で
実
効
性
の
あ
る
条
例
と
な
る
よ

う
努
力
さ
れ
た
い
。

◎
国
際
化
に
つ
い
て
は
、
来
日
し

た
外
国
の
方
が
日
本
文
化
に
接
し
、

そ
の
良
さ
を
発
信
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
日
本

や
茂
原
市
の
魅
力
を
伝
え
る
国
際

交
流
活
動
を
一
層
推
進
さ
れ
た
い
。

◎
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
積
極

的
な
債
務
の
償
還
や
市
有
財
産
の

有
効
活
用
に
よ
る
自
主
財
源
の
確

保
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
財
政

健
全
化
に
取
り
組
み
、
本
市
の
よ

り
よ
い
未
来
を
見
据
え
た
財
政
運

営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
給
与
所
得
者
に
係
る
個
人
住
民

税
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
は
、
現

在
７
割
程
度
の
実
施
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
未
実
施
事
業

者
へ
の
周
知
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
実
施
計
画
に
基
づ
く
県
内
一

斉
指
定
を
着
実
に
推
進
し
、
特
別

徴
収
率
の
向
上
と
安
定
し
た
税
収

の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
関

係
課
が
連
携
し
な
が
ら
、
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
が
定
義
す
る
特
定
空
家
の
把
握

に
努
め
、
住
宅
用
地
に
対
す
る
課

税
標
準
の
特
例
措
置
の
公
正
な
適

用
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
市
税
等
の
収
納
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
納
付
方
法
に
加
え
て
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
納
税
者

の
利
便
性
を
高
め
る
施
策
を
研
究

し
、
引
き
続
き
収
納
率
の
向
上
に

努
め
ら
れ
た
い
。

◎
開
か
れ
た
議
会
に
つ
い
て
は
、

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
て
広
く

周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
議
会
へ
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
条
例

に
則
っ
た
具
体
的
な
取
り
組
み
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
新

た
に
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、
身

近
で
親
し
み
や
す
い
議
会
と
な
る

よ
う
な
方
策
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

た
い
。

◎
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
土

地
の
集
約
化
や
条
件
整
備
を
行
う

た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
農
地
中
間
管
理
機
構
を
積
極
的

に
活
用
す
る
な
ど
、農
家
と
法
人
・

企
業
な
ど
、
出
し
手
と
受
け
手
の

受
給
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
な
が
ら
、

耕
作
放
棄
地
を
有
効
活
用
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

◎
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

商
業
施
設
な
ど
へ
の
投
票
所
増
設

や
、
従
来
の
投
票
所
設
置
場
所
に

つ
い
て
再
考
す
る
な
ど
、
有
権
者

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
利
便

性
に
配
慮
し
、
投
票
行
動
に
結
び

つ
く
環
境
整
備
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
支
所
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民

の
身
近
な
施
設
と
し
て
、
相
談
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
引
き
続
き

取
り
組
ま
れ
た
い
。
特
に
、
社
会

保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

制
度
な
ど
、
新
制
度
導
入
の
際
に

は
、
高
齢
者
な
ど
が
詐
欺
被
害
を

受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
十
分

な
情
報
提
供
と
親
切
丁
寧
な
対
応

に
努
め
ら
れ
た
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

監
査
委
員
事
務
局
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
６
０
、5
⒇
１
６
０
７
へ
。

監
査
結
果
の
公
表

（
そ
の
１
）
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（
仮
称
）茂
原
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
（
案
）
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

▲田中市長と㈱セブン-イレブン・ジャパン千葉・
茨城ゾーンの内竹ゾーンマネージャー（中央左）

災
害
時
の
物
資
供
給
等
に

関
す
る
協
定
を
締
結

　

市
と
、
株
式
会
社
セ
ブ
ン
‐
イ

レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
平
成
27

年
11
月
19
日
に
「
災
害
時
の
物
資

供
給
及
び
店
舗
営
業
の
継
続
又
は

早
期
再
開
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
市
内
で
災
害
が

発
生
し
た
り
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
、
被
災
者
を
救
助
す
る
た

め
に
、
市
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き

食
料
品
等
の
物
資
を
供
給
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
各
店
舗
に
お
い
て
来
店

者
等
へ
の
防
災
・
災
害
情
報
の
提

供
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
に
お
け
る
店

舗
営
業
の
継
続
や
早
期
再
開
に
向

け
、
市
が
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
生
活
の
早
期
安
定
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
務
課
防
災
対
策
室(

４
階)

☎
⒇
１
５
１
９
、5
⒇
１
６
０
２
へ
。

　

12
月
に
実
施
し
た
「
相
続
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
同
講
座
を
開
催
し

ま
す
。（
要
申
込
）

◆
日　

時

２
月
23
日
㊋

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場　

所

市
役
所
５
０
３
会
議
室

◆
テ
ー
マ

知
っ
て
お
き
た
い
相
続
と
遺
言

～
相
続
を
争
族
に
し
な
い
た
め

に
～

◆
講　

師

金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

齋
藤　

喜
代
美
氏

◆
定　

員

30
人
（
申
込
順
。
12
月
の
講
座

と
同
内
容
の
た
め
、
12
月
に
受

講
さ
れ
た
方
の
申
し
込
み
は
お

受
け
で
き
ま
せ
ん
）

◆
費　

用

無
料

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、5
⒇
１
６
０
０
へ
。

　

市
で
は
、
11
月
４
日
か
ら
11
月

27
日
ま
で
、（
仮
称
）「
茂
原
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画（
案
）」
に
つ
い

て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市

民
意
見
募
集
）
手
続
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
８
人
の
方
か
ら
、
45
件

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る

市
の
考
え
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

体
育
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

公
表
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
体
育
館

☎
�
２
８
１
１
、5
�
９
３
５
１
へ
。

消
費
生
活
ミ
ニ
講
座
を

追
加
開
催

もばら冬の七夕まつりが開催されます
　茂原市は、関東屈指の夏祭り「茂原七夕まつり」と「冬の七夕まつり」で織姫と彦星が年２回会え
る街です。２月１日㊊より市役所周辺と豊田川（天の川）がイルミネーションで輝きます。
　今年のバレンタインデーには冬タナバレンタイン企画「Sweet婚活パーティー」を盛大に開催。
また、ステージイベントやキッチンカー・ご当地グルメを堪能しながら、皆さんの投票で織姫を選ん
でみませんか？ 
※くわしくは、P14会員募集・イベントコーナーを
　ご覧ください。

日時：2月14日㊐10時～ 19時
　　　※イルミネーション点灯期間：2月1日㊊～ 14日㊐
　　　　イルミネーション点灯時間：17時30分～ 21時

会場：市役所周辺

お問い合わせは、商工観光課（６階）
☎（20）１５２８、5（20）１６０４へ。 ▲豊田川（天の川）のイルミネーション
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母の会による交通安全教室

　茂原市交通安全母の会が、本納保育所で紙芝居によ
る交通安全啓発を行いました。
　この活動は、市内保育所を毎年１カ所ずつ訪問し実
施しているもので、今年で11回目。園児たちは、紙芝
居を通して交通ルールを守ることの大切さを学びまし
た。

▲母の会の会員による紙芝居「ちょっとまって！」

ルールを守って安全に

いきいきふれあい交流会 6
11

　茂原市中央地区社会福祉協議会主催による「いきい
きふれあい交流会」が高師保育園で行われました。
　これは、周辺自治会のお年寄りに園児との交流や歌
謡ショーなどを通じ、楽しんでもらおうと、同協議会
が毎年行っているもので、今年で18回目になります。
　園児の歌やお遊戯、歌謡ショーやマジックショーな
ど盛りだくさんの内容に、参加者はみな�“いきいき”
とした表情をしていました。▲園児たちが手作りの小物入れをプレゼント

みんな“いきいき”

　茂原市議会議場において、市内７中学校と長生特別
支援学校の生徒代表29人が参加した茂原市中学生議会
が開かれました。
　一般質問では、緊張した様子ながらも「農作物への
食害について」、「茂原市の人口減少を止める施策につ
いて」、「地域医療について」など現状に直結した質問
を堂々と質問していました。

6
11

▲堂々と質問する生徒と真剣な表情で質問を聞く生徒たち

茂原市中学生議会
より良い茂原市へ

　快晴の空の下、茂原市産業まつり実行委員会は、市
役所市民広場で「第25回茂原市産業まつり」を開催し
ました。
　会場では、地元のねぎ・大根などの新鮮野菜の即売
コーナーや商工業品の展示PR、焼きそばなどの模擬
店のほか中の島太鼓や浜太鼓による太鼓演奏なども行
われ、今年も大いに賑わいました。

3
11

▲掘りたてで新鮮な長生ネギの販売

第25回茂原市産業まつり
今年も大盛況！！
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第30回もばら音楽祭

茂原市国際交流パーティ

　もばら音楽祭実行委員会による「第30回もばら音楽
祭」が、東部台文化会館で開催されました。今回は、
テノール歌手の福

ふく

井
い

敬
けい

氏と、ピアニスト谷
たに

池
いけ

重
え

紬
つ

子
こ

氏
を迎えての「テノール・リサイタル」。
　イタリア声楽コンコルソミラノ大賞第１位、平成26
年度芸術選奨文部科学大臣賞など、数々の受賞歴を持
つ世界的なテノールと、美しいピアノの音色で観客を
魅了しました。 ▲オペラのアリアや日本歌曲が披露されました

美しく力強く響く

世界はひとつ♪

茂原市戦没者追悼式 20
11

　戦後70年の節目にあたり、茂原市主催による「茂原
市戦没者追悼式」が、市民会館において厳粛に執り行
われました。
　追悼式には茂原市遺族会会員をはじめ関係者約200
人が参列。戦争の悲惨さを風化させないよう語り継ぐ
ことを誓うとともに、戦争で亡くなられた方々を追悼
し、恒久平和を祈念しました。

▲思いを込めて献花する田中市長

恒久平和を祈念

　茂原市国際交流協会による「茂原市国際交流パー
ティ」が市役所市民室で開催され、100人以上の参加
者が歌やダンスで交流しました。
　当日は、バンド演奏や韓国の歌、フィリピンダンス
などが披露され、会場に用意されたサンドイッチやお
菓子などに子どもから大人まで大満足の様子でした。

▲①韓国の歌の披露　②フィリピンダンス　③ティーパーティ

　茂原人権擁護委員協議会は、友達や他人に対する思
いやりや優しさのこころを学んでもらおうと東部小学
校で、１年生を対象に人権教室を開催しました。
　人権啓発ビデオを鑑賞後、みんなが幸せになるには
どうしたらよいかを話し合いました。「困っている人
の気持ちになって考えてね」との講師からの呼びかけ
に、児童たちは「はーい」と大きな声で返事をしてい
ました。

12
11

▲親しみのあるキャラクターで分かりやすく説明

東部小学校で人権教室を開催
しあわせになるために

❸❶

❷
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お
知
ら
せ

第
５
回
木
造
住
宅
耐
震
相
談
会

を
開
催

　

市
で
は
、
新
耐
震
基
準
（
昭
和

56
年
）
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造

住
宅
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
た
め
、

木
造
２
階
以
下
の
一
戸
建
て
の
住

宅
の
所
有
者
・
居
住
者
を
対
象
に
、

耐
震
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

１
月
24
日
㊐
／
個
別
簡
易
耐
震

相
談
＝
13
時
～
17
時
（
時
間
は
１

組
40
分
程
度
）
／
場
所
＝
東
郷
福

祉
セ
ン
タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
）

／
申
込
方
法
＝
事
前
予
約
制
（
先

着
５
組
）
と
な
り
ま
す
の
で
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
相
談
費
用
は
無
料
で
す
／
申

込
期
間
＝
１
月
４
日
㊊
～
15
日
㊎

（
土
日
祝
日
を
除
く
９
時
～
17
時
）

問
建
築
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
８
８
、
5
⒇
１
６
０
６

歯
周
疾
患
検
診
・�

�

妊
婦
歯
科
検
診

　

２
月
４
日
㊍
／
受
付
＝
妊
婦
13

時
～
13
時
20
分
、
歯
周
疾
患
13
時

40
分
～
14
時
40
分
／
対
象
＝
妊
婦

お
よ
び
40
歳
以
上
５
歳
刻
み
の
節

目
の
方
（
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

で
に
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・

60
歳
・
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
に

な
る
方
）／
費
用
＝
５
０
０
円

問
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５
、
5
�
１
８
６
５

千
葉
県
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
捕
獲

実
施
の
お
知
ら
せ

　

千
葉
県
で
は
、
今
年
度
よ
り
、

県
が
主
体
と
な
り
イ
ノ
シ
シ
と
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
を
行
う
、
指
定

管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
期
間
は
平
成
28
年
１
月
下

旬
か
ら
３
月
上
旬
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
も
一
部
地
域
が
イ
ノ
シ
シ

捕
獲
実
施
地
域
と
な
り
ま
す
。
捕

獲
方
法
は
箱
罠
お
よ
び
く
く
り
罠

と
な
り
ま
す
。
罠
の
周
辺
に
は
注

意
看
板
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
罠

に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
猟
期
中
（
２
月

15
日
ま
で
）
は
鳥
獣
保
護
区
お
よ

び
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃

器
）
で
の
み
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

問
千
葉
県
環
境
生
活
部
自
然
保
護

課
鳥
獣
対
策
班

☎
０
４
３（
２
２
３
）２
０
５
８

農
政
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
６
、
5
⒇
１
６
０
４

「
平
成
27
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
が
届
き
ま
す

�

平
成
27
年
中
に
厚
生
年
金
保
険
、

国
民
年
金
な
ど
の
老
齢
ま
た
は
退

職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
取
ら
れ
た
方
に
、
平
成
27
年
分

と
し
て
支
払
わ
れ
た
年
金
の
金
額

や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
等
を

お
知
ら
せ
す
る
「
平
成
27
年
分
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。

１
月
中
旬
か
ら
１
月
下
旬
に
か
け

て
順
次
発
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
は
、
確
定
申
告
な
ど
を
す

る
場
合
に
添
付
書
類
と
し
て
必
要

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は

課
税
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
、
源

泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
ご
夫
婦
で
そ
れ
ぞ
れ
年
金
を
受

け
て
い
て
も
、
年
金
の
種
類
な

ど
に
よ
っ
て
源
泉
徴
収
票
の
配

達
日
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５
、

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は
、

☎
０
３（
６
７
０
０
）１
１
６
５
へ
。

交
通
事
故
に
よ
る
遺
児
の
方
へ�

～
お
見
舞
金
を
お
届
け
し
ま
す
～

　

交
通
事
故
に
よ
り
、
父
ま
た
は

母
（
も
し
く
は
そ
れ
に
代
わ
る
保

護
者
）
を
失
っ
た
18
歳
未
満
の
遺

児
に
対
し
、
交
通
遺
児
援
護
基
金

（
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
）
お

よ
び
当
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
赤

い
羽
根
共
同
募
金
よ
り
、
お
見
舞

金
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
遺
児
が
い
る
世
帯

は
、
１
月
29
日
㊎
ま
で
に
、
当
協

議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
①
平
成
28
年
４
月
に
小
学

校
・
中
学
校
へ
入
学
す
る
遺
児
へ

勉
学
奨
励
金
、
②
平
成
28
年
３
月

に
中
学
校
・
高
校
を
卒
業
す
る
遺

児
へ
激
励
金
、
③
平
成
27
年
２
月

１
日
以
降
、
交
通
遺
児
と
な
っ
た

児
童
が
い
る
世
帯
へ
お
見
舞
金

問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
１
９
６
９
、
5
�
６
５
３
８

１
１
０
番
は
社
会
の
安
全
を�

�

守
る
緊
急
電
話
で
す
！

　

千
葉
県
内
で
１
１
０
番
を
か
け

る
と
、千
葉
市
内
に
所
在
す
る「
千

葉
県
警
察
本
部
通
信
指
令
室
」
に

つ
な
が
り
ま
す
。
千
葉
県
警
で
は
、

皆
さ
ん
か
ら
の
通
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落
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。
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。
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相　　談　　日
■市民相談 執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505
■結婚相談（登録制）執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505
■無料法律相談
　（予約制・民事）

1月14日㊍　13時〜 15時／場所＝市役所5階504会議室
1月26日㊋　13時〜 15時／場所＝市役所5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談
　（予約不要） 1月22日㊎　10時〜 15時／場所＝市役所5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 1月12日㊋　13時〜 16時／場所＝市役所5階504会議室／
1月28日㊍　13時〜 16時本納公民館／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日　9時30分〜 16時（12時〜 13時までを除く）／場所・問合せ＝消費生活センター（生活課内）
☎（20）1101

■歯科相談・栄養相談（要電話予約）1月5日㊋、2月1日㊊　10時〜12時、13時〜16時／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■６カ月乳児相談 1月21日㊍（平成27年7月生）／受付＝9時30分〜 10時、13時30分〜 14時／場所・問合せ＝保健センター
☎（25）1725

■1歳6カ月児健康診査 1月19日㊋（平成26年7月生）／受付＝13時〜 13時20分／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■2歳児歯科健康診査 2月18日㊍（平成25年8月生・9月生）／受付＝9時〜 10時10分／場所・問合せ＝保健センター
☎（25）1725

■3歳児健康診査 1月20日㊌（平成24年7月生）／受付＝13時〜 13時20分／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725
■健康相談 月〜金曜日　10時〜 12時、13時〜 16時／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725
■�子育て相談・
　ことばの相談
　（予約制）

①子育て相談（要予約）1月15日㊎、10時30分〜 16時30分／内容＝子育て、発育、発達に関すること／対象＝
就学前までの親子／②ことばの相談（要予約）1月8日㊎、15日㊎、22日㊎9時30分〜 15時／内容＝ことばに関
すること／対象＝就学前までの親子／場所＝保健センター☎（25）1725 ／問合せ＝子育て支援課☎（20）1573

■家庭児童相談
　母子相談

執務時間内／内容＝子育て、児童虐待、家庭問題、DV問題など／場所・問合せ＝子育て家庭相談室（2階）
☎（23）5500

■保育相談 月〜金曜日　10時〜 15時／場所・問合せ＝各市立保育所または子育て支援課（2階）☎（20）1573

■心配ごと相談 毎週水曜日（祝日を除く）　9時〜 15時／場所＝旧図書館（八千代2－9） ／問合せ＝社会福祉協議会
☎（23）1969

■無料法律相談 1月27日㊌　13時〜 16時（要電話予約）／場所＝旧図書館（八千代2－9） ／問合せ＝社会福祉協議会
☎（23）1969

■ボランティア相談 執務時間内／場所＝旧図書館（八千代2－9） ／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜 17時（火曜日のみ9時〜 12時） ／場所・問合せ＝生涯学習課（9階）☎（20）1559
■少年相談 執務時間内／場所・問合せ＝青少年指導センター☎（22）4466

■高齢者総合相談
執務時間内／場所・問合せ＝茂原市地域包括支援センター☎（20）1583、茂原市みなみ地域包括支援センター
☎（20）2626、茂原市ほんのう地域包括支援センター☎（36）2123、 茂原市ちゅうおう地域包括支援センター
☎（26）7525

■無料法律相談 千葉県では無料法律相談を実施しています。／問合せ＝県総合企画部報道広報課広聴室☎043（223）2249
■県民相談 執務時間内／場所・問合せ＝長生地域振興事務所地域振興課☎（25）7830
■教育相談 執務時間内／場所・問合せ＝東上総教育事務所相談室☎（23）4460

■長生健康福祉
　センター

不妊相談、こころの健康相談、精神障害者社会復帰事業（デイケアクラブ）、エイズ相談、HIV等抗体検査、
性感染症検査、肝炎ウイルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細菌検査（検便）、家庭児童相談、
母子父子自立支援などを行っています。／場所・問合せ＝長生健康福祉センター（長生保健所）☎（22）
5167※太字は予約制
DV相談（来所相談は予約制）専用電話☎（22）5565
障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

今 月 の 納 期
●市県民税（第４期）�
●国民健康保険税（第７期）

■納期限は、2月1日㊊
※納税には便利な口座振替をご利用ください。
※コンビニエンスストアでも納付できます。
お問い合わせは、収税課（２階）
☎（20）１５７８、5（20）１６０９へ。

介護保険の保険証を交付
　満65歳になる方（昭和26年１月2日～昭和26年 2月1日生）は、第1号被
保険者の資格取得となります。 1月15日頃までに保険証（被保険者証）を郵
送します。
お問い合わせは、高齢者支援課（２階）
☎（20）１５７２、5（20）１６１０へ。

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に
　満75歳になる方（昭和16年 2月2日～昭和16年 3月1日生）は、現在加
入の健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢者医療制度に加入することと
なります。
　今月末までに保険証（被保険者証）を郵送します。
お問い合わせは、国保年金課（２階）☎（20）１５０３、5（20）１６００へ。
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名　　　称 曜　日 時　間 内　　　　容 場　所 連　絡　先

❶ 茂原マジッククラブ 第3土曜日 18時～ 21時 和・洋をとりまぜたマジックの練習／講師＝幸条ス
ガヤ氏／対象＝一般／費用＝月2,000円 中央公民館 ☎25-9334　富田

❷ ボールペン習字 第1・3水曜日 10時～ 12時
ボールペンや筆ペンを使って書いた文字や文章を講
師に見てもらう／対象＝一般（初心者歓迎）／費用
＝月1,200円（テキスト代別）

中央公民館
東部台文化会館 ☎24-2788　池田

❸ 新舞みや美之会 毎週日曜日 13時～ 16時 新舞踊／対象＝一般（初心者歓迎）／費用＝月2,500円 鶴枝公民館 ☎090-2737-3992
宮下

❹ コスモスクラブ 毎週土曜日 13時～ 16時 運動不足とストレス解消のための卓球／対象＝一般
（未経験・初級者歓迎）／費用＝月500円 東部台文化会館 ☎23-7097　佐藤

❺ つばさの会 第1・3水曜日 13時30分～
16時30分

大人のための芸術的ぬり絵教室。色鉛筆、マーカー
およびボールペンを使用/対象＝一般/費用＝1回
1,000円

東部台文化会館 ☎080-5433-2943
渡部

❻ PowerBeat 毎週月曜日 19時～ 20時30分
エアロビクスとヒップホップダンス／対象＝中学生
以上／費用＝月2,000円（1時間コース）月3,000円（1
時間半コース）

東部台文化会館 ☎080-6553-8981
鈴木

❼ スマイルキッズ 毎週土曜日 16時～ 18時
エアロビクスとヒップホップダンス／対象＝年長～
小学校6年生／費用＝月2,000円（1時間コース）月
3,000円（1時間半コース）

市民体育館 ☎080-6553-8981
鈴木

❽ 筆ペンクラブ 第2・4金曜日 10時～12時 筆ペン、ボールペンで漢字・かなの楷書・行書を練習／
対象＝一般（初心者歓迎）／費用＝3カ月3,500円 五郷福祉センター ☎080-5077-1851

山口

❶ 写経会 1月17日㊐ 7時30分～ 8時30分
姿勢を調え、呼吸を調え、心を調える。茶礼（抹茶を頂
きながら懇談）の後、写経を行います。／対象＝一般
／費用＝500円（写経用紙・抹茶・お菓子代含む）

山岡鉄舟ゆかりの
禅道場
臥龍山　両忘禅庵

☎090-2549-8710
友國

❷
第39回茂原市役所
ロビーコンサート
～春を歌うオーボエ～

1月21日㊍ 12時5分～
12時55分

曲目＝オーボエソナタ（作曲　サン＝サーンス）、ソナタ　
ホ短調BWV1034（作曲　J.S.バッハ）／出演＝オーボ
エ　平田　暢氏、ピアノ　篠原　栄子氏／入場＝無料

市役所1階ロビー
☎22-3809
茂原市音楽協会
岩田

❸ 家族介護教室 1月23日㊏ 14時～ 15時30分 「生活リハビリテーションのすすめ」／講師＝鳥沢
清人氏（理学療法士）／対象＝一般／費用＝無料 しょうじゅの里茂原 ☎27-1165　鎗田

❹ 社会人向けオープン
キャンパス

①1月23日㊏
②2月13日㊏ 10時30分～ 12時

①「暮らしに生かすアロマ」／講師＝中村智香氏、
②「環境マップを活用して地域情報を探る」／講師
＝家富誠敏氏／受講料＝無料

城西国際大学
（東金市求名1番地）

☎0475-53-2150
城西国際大学環境
社会学部　今井

❺ バードウォッチング 1月24日㊐ 9時30分～ 15時頃
鶴枝遊水公園から睦沢町「やすらぎ公園」までの往
復約4kmのコース／対象＝4歳以上（未就学児と低
学年は保護者同伴）／費用＝200円（保険料込）／
持ち物＝要問合せ

鶴枝遊水公園
駐車場

☎090-8646-0443
茂原自然大好きクラブ
森川

❻ 笑大寄席 1月24日㊐ 13時30分
（開場13時）

寄席（落語・相撲漫談等）の開催。健康的な笑いと
明るい笑顔で元気に過ごしましょう／出演＝山遊亭
金太郎師匠ほか／木戸銭＝1,500円（前売り）、1,800
円（当日）

豊田福祉センター
☎090-2460-2029
笑大　一笑の会
高地

❼ 「世界が食べられなくなる日」無料映画上映会 2月11日㊍ 13時～ 15時20分
"食べたものは体になっていくから"この機会に食の
安全について考えてみませんか？／対象＝一般／参
加費＝無料／申込締切＝2月5日㊎

千葉市文化センター
☎0120-866-918
生活協同組合
パルシステム千葉
千葉センター

❽
もばら冬の七夕まつり
バレンタイン企画
「Sweet婚活パーティー」
参加者募集！

2月14日㊐ 13時～
（受付12時30分～）

バレンタインデーの日、冬タナで素敵な出会いを、
あなたにお届けします／対象＝20歳～ 40歳ぐらい。
男性は市内在勤者、女性は市内外不問／定員＝男女
各12人（応募者多数の場合は抽選）／参加費＝男性
5,000円、女性2,000円／申込期間＝1月4日㊊～ 29
日㊎／申込方法＝要問合せ

中央公民館
☎20-1528
冬タナ実行委員会
（商工観光課内）

❾
もばら冬の七夕まつり
織姫コンテスト
～織姫をさがせ！～
出場者募集

2月14日㊐
対象＝18歳以上で茂原市に在住・在勤・在学の方でイベント当日の最
終選考イベントに参加できる方※他薦のみの受付／優勝商品＝現金
100,000円／申込締切＝1月29日㊎／申込方法＝要問合せ

市民会館 ☎22-3361
茂原商工会議所

❿
もばら冬の七夕まつり
～集まれパフォーマー！冬
タナを盛り上げよう！～
出場者募集

2月14日㊐ 10時～ 19時
踊り・ダンス・歌・楽器演奏・太鼓など／対象＝お
祭り好き、パフォーマンス好きな方ならどなたでも
／参加費＝無料／申込締切＝1月15日㊎必着（応募
者多数の場合は抽選）／申込方法＝要問合せ

市民会館
☎22-3361
茂原商工会議所
青年部事務局

⓫
東金青年の家バンド
フェスティバル
出演バンド募集

3月13日㊐ 10時～ 15時
アマチュアバンドの野外演奏会（雨天の場合は室内）
／対象＝高校生以上／定員＝8バンド／参加費＝1バン
ド1,000円／持ち物＝要問合せ／申込方法＝電話によ
る先着順

県立東金青年の家 ☎0475-54-1301
県立東金青年の家

⓬
第19回もばら若い芽の
コンサート
出演者募集

5月15日㊐

ジャンル＝クラシック（ソロまたは小アンサンブル）／参加資格＝茂原・
長生郡市、夷隅郡市、山武郡市内に在住もしくは出身者で音大・音短
大を平成25・26・27年に卒業または28年3月に卒業見込みの方、または
それに準じる実力をお持ちの方／演奏時間＝1組15分程度／その他＝募
集要項は市生涯学習課・各公民館

東部台文化会館
☎090-9204-1950
茂原市音楽協会
比留川

※毎週第 1・3土曜日に開催している「骨董がらくた市とフリーマーケット」は、3月まで中止です。

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い
●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記載ください。
●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とします。　●原稿依頼は楷書体など読みやすい文字でお願いします。
●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。
★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。 14
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●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。作品・氏名にふりがなをふってください。
※詩の原稿送付先（直接選者）へ　〒297-0032　茂原市東茂原7番地　斎藤正敏宛。
　「広報もばらの詩」と朱書きしてください。原稿は30行以内でお願いします。

◎選評　斎藤正敏
　思い出深い心の宝物。いつの時代でも懐かしい唄があると作者は言います。唄をめ
ぐっての思いが拡がっていきますが、それもこれも唄が宿している不思議なパワーの
賜なのでしょう。

　
唄

�

髙
橋　

良
昌

明
治　

大
正　

昭
和　

平
成

各
時
代
の
懐
か
し
い
唄

思
い
出
深
い
私
達
の
心
の
宝
物

幼
い
時　

母
の
背
中
で

「
ね
ん
ね
ん
こ
ろ
り
よ　

お
こ
ろ
り
よ
」
か
ら

初
ま
り　

人
生
そ
の
時
代
の
流
れ
の
唄

時
に
勇
気
づ
け
ら
れ
人
の
心
を
癒
や
す
唄

活
力
が
湧
く
ク
リ
ア
ー
な
音
楽

誰
し
も
が
印
象
に
残
る
魅
惑
の
唄

世
界
一
九
六
ヶ
国
に
あ
る
国
歌

作
詩
は
此
所
の
意
味
が
あ
り
一
音
一
音
の

積
重
ね　

ア
ル
プ
ス
の
ヨ
ー
デ
ル

ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
バ　

全
米
の
ゴ
ス
ペ
ル

キ
ュ
ー
バ
の
ラ
テ
ン
音
楽

オ
セ
ア
ニ
ア
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
唄

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
強
烈
な
リ
ズ
ム

エ
ス
キ
モ
ー
の
収
穫
の
唄

ト
ニ
ベ
ネ
ッ
ト
の

「
思
い
出
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」

ジ
ョ
ン
ス
タ
ー
ホ
ー
ド
の

「
霧
の
ロ
ン
ド
ン
ブ
リ
ッ
ジ
」

唄
は
心
の
食
べ
も
の

唄
は
平
和
の
文
字
を
大
き
く
す
る

各
国
に
文
化
と

風
習
が
あ
る
中
に
唄
が
存
在
す
る

唄
と
い
う
も
の
は

不
思
議
な
パ
ワ
ー
を
も
つ
魔
法
が

詰
ま
っ
て
い
る
送
り
物
だ
と
思
う

文
化
財
コ
ー
ナ
ー

郷
土
に
残
る�

�

寺じ

院い
ん

参さ
ん

詣け
い

帳
ち
ょ
う(

通つ
う

行こ
う

手て

形が
た)

(NO. 355)
平成28年1月

一　

寺
院
参
詣
帳
（
通
行
手
形
）

　

こ
の
た
び
茂
原
市
内
の
神し
ん

明め
い

家け

か
ら
江
戸
時
代
以
降
の
古
文
書
が

大
量
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
そ
の
中
の
現
代
の
朱し

ゅ

印い
ん

帳ち
ょ
うと

も
い
う
べ
き
寺
院
参
詣
帳
に
つ
い

て
そ
の
概
要
を
記
し
ま
す
。

　

元
々
社
寺
か
ら
の
御
朱
印
は
、

願が
ん

文も
ん

奉ほ
う

納の
う

や
納の
う

経き
ょ
うの
証
し
と
し
て

授
け
ら
れ
た
こ
と
が
由
来
の
よ
う

で
す
が
、
現
代
で
は
気
軽
に
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
発
見
さ

れ
た
寺
院
参
詣
帳
（
通
行
手
形
）

の
「
一い

っ

札さ
つ

」
と
題
す
る
前
書
き
は
、

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
箕み

の

輪わ

村む
ら

円
蔵
寺
か
ら
諸
国
の
寺
院
衆
と

関
所
役
人
に
宛
て
た
も
の
で
す
。

関
所
役
人
に
は
、
下
の
史
料
の
よ

う
に
、「
こ
の
者
は
拙
寺
旦
那
に

紛
れ
な
く
、
諸
国
一
千
ケ
寺
の
参

詣
が
目
的
で
あ
る
の
で
、
関
所
を

間
違
い
な
く
通
過
さ
せ
て
下
さ

い
。」
と
い
う
旨
の
お
願
い
を
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
関
所
の
通

行
手
形
で
す
。
そ
の
前
段
の
寺
院

衆
宛
に
は
、「
先
祖
代
々
、
自
身

の
滅
罪
や
生
善
の
た
め
に
一
千
ケ

寺
を
参
詣
す
る
の
で
、
夕
暮
れ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
一
宿
を
、
さ

ら
に
は
、
若
し
落
命
す
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
た
ら
弔
い
を
お
願
い

し
ま
す
。」
と
い
う
趣
旨
の
依
頼

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
代

の
邦
人
保
護
を
関
係
諸
官
に
要
請

す
る
パ
ス
ポ
ー
ト
の
趣
旨
以
上
に
、

詳
細
な
依
頼
が
さ
れ
て
お
り
、
大

変
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

二　

参
詣
寺
院
あ
れ
こ
れ

　

参
詣
帳
に
は
、
参
詣
人
の
保
護

要
請
や
関
所
の
通
行
許
可
願
い
に

続
い
て
、
檀
那
寺
の
円
蔵
寺
を
筆

頭
に
延
べ
三
十
四
ケ
寺
の
記
帳
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
央
に
「
南
無

妙
法
蓮
華
経
」
の
お
題
目
が
記
載

さ
れ
、
授
与
者
の
僧
侶
名
や
寺
院

名
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
参
詣
寺
院
は
、
本
納
の
蓮

福
寺
、
大
網
の
本
国
寺
、
蓮
照
寺
、

東
金
の
本
漸
寺
、
西
福
寺
、
本
松

寺
、
土
気
の
善
勝
寺
、
本
壽
寺
な

ど
、
日
蓮
宗
妙
満
寺
派
の
い
わ
ゆ

る
上
総
十
ケ
寺
と
呼
ば
れ
て
い
る

寺
院
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
う

ち
、
複
数
回
参
詣
し
て
い
る
寺
院

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
土
気

の
善
勝
寺
な
ど
、
住
職
が
上
洛
し

て
い
る
間
の
代
筆
を
含
め
て
四
回

参
詣
し
て
い
る
寺
院
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
遠
方
で
は
、
船
で
川
を

渡
っ
て
市
川
の
関
所
を
通
過
し
た

と
思
わ
れ
る
浅
草
の
慶
印
寺
や
品

川
の
妙
国
寺
、
本
光
寺
に
も
そ
れ

ぞ
れ
一
回
ず
つ
参
詣
し
て
い
ま
す
。

現
代
の
よ
う
に
交
通
機
関
が
発
達

し
て
お
ら
ず
、
徒
歩
が
中
心
で
あ

る
た
め
、
ど
の
く
ら
い
の
歳
月
を

か
け
て
寺
院
の
参
詣
を
し
た
か
は

不
明
で
す
が
、
一
朝
一
夕
で
な
い

こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
す
。

　

茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員

�

小
川　

力
也

▲寺院参詣帳〈通行手形〉　（神明家文書）
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※都合により、変更する場合があります。救急患者の方が優先となります。
中央消防署指揮情報係☎24-0119、525-8448へお問い合わせください。

こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

＃ 8 0 0 0
（プッシュ回線・携帯電話）

☎043（242）9 9 3 9
（ダイヤル回線）
相談日時　毎日
19時〜 22時

日曜・休日当番医　※診療時間は9時〜 17時です
《内科系》 《外科系》

1月 1日㊎ 渡 辺 医 院
☎27-7733

山 之 内 病 院
☎25-1131

1 月 2 日㊏ 金 坂 医 院
☎22-4885

塩 田 記 念 病 院
☎35-0099

1 月 3 日㊐ 上 茂 原 診 療 所
☎25-2510

宍 倉 病 院
☎24-2171

1 月10日㊐ 聖 光 会 病 院
☎35-5151

三 枝 医 院
☎25-2203

1 月11日㊊ 粒 良 医 院
☎25-8580

宍 倉 病 院
☎24-2171

「広報もばら」は再生紙を使用し、環境にやさしいインクで印刷されています。
大豆油インク使用

発行＝茂原市役所　編集＝秘書広報課（3階）  〒297-8511茂原市道表1番地  ☎0475（23）2111（代表）info@city.mobara.chiba.jp

登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・ファックスに配信するサービスも行っています。
　お問い合わせは、総務課☎（20）１５１９、5（20）１６０２

防災・防犯に関する情報を携帯電話にメールで配信
もばら安全安心メールを

ご利用ください

◆パソコンやスマートフォンからは、
	「茂原市公式ウェブサイト」→「もばら安全安心メール」
◆スマートフォン以外の携帯電話からは、
	 右の二次元コード

●防災行政無線が
再確認できます 0

フリーアクセス

1 2 0（4
しみんは

38）1
１

1
１

9
９

●携帯電話、 
ＰＨＳからは ☎ 0475（22）7290

災害情報確認

【利用例】
●ＮＨＫ総合テレビのデータ放送⇨ 
「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
⇨「避難情報」で確認。

●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認。

　「第70回国民体育大会（紀の国わかやま国体）」
にて、グラウンドゴルフが公開競技として9月19日、
20日に初めて開催されました。その国体にて個人
男子優勝に輝いたのが、「緑ヶ丘グラウンドゴルフ
チーム」会員の中井勝也さんです。中井さんがグ
ラウンドゴルフを始めたきっかけは、夫婦二人で楽
しめる趣味を探しているときに奥さんに誘われたこと
だそうです。
　グラウンドゴルフは、ゴルフをアレンジし直径
36cmのリングに入るまでの打数の少なさを競う新し
いスポーツです。また、年齢・性別・運動能力な
どが、プレーの結果に大きく影響しないよう工夫さ
れています。
　現在会員数35人の「緑ヶ丘グラウンドゴルフチー

ム」では、主に週2回練習することで、仲間の体調
や心を気遣うことができ、小学生に教えたりすること
でも地域の繋がりに一役買っています。中井さんは、
「格好・場所を気にせず気軽にでき、個人プレー
なのも魅力の一つ」とも話します。
　今後の課題は、競技場の充実と若年層にもアピー
ルし競技人口を増やすこと。チームの仲間は、中井
さんの活躍を「みんなの励みになる、まだまだ頑張
れる気持ちにさせてくれた」と目を細めます。
　来年以降も国体で開催される予定のグラウンドゴ
ルフ。「勝ちたい気持ちは大切だから国体連続優
勝を狙いたい。それに仲間を増やして楽しくプレーし
たい。みんなで生きがいにしよう！」と力強く想いを語っ
てくれました。

第70回
国民体育大会公開競技

「グラウンドゴルフ」
個人男子優勝

中
なか
井
い
　勝
かつ
也
や

さん（74歳・緑ヶ丘）

SPOTSPOTSPOTスポットスポット

▲千葉県選抜チームとしても４位の成績を収めました


